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植物を基軸に驚異の進化を解き明かす

ゲノム⽣物学

⽣命情報科学

←大学院⽣が筆頭著者

進化⽣物学

植物分⼦⽣物学 分⼦レベルで植物の
形質を測る・操作する

⽣物進化の歴史と仕組みを
解き明かす・再現する

ゲノム配列を読み取る
ゲノム配列の意味を紐解く

⽣命データの解析法を開発する
プログラムを実装・公開する

研究室ウェブサイト 
https://kenji-fukushima-lab.github.io/ja/

捕⾍葉 普通の葉から どう進化？

 進化の果てにうまれる⽣物の構造や機能は、ときとして信じられないほど複雑精緻なものになり
ます。我々のミッションは、こうした⾰新的形質に通底する進化の仕組みを解明することです。私
たちはバイオインフォマティクスと実験的アプローチを統合し、さまざまな⽣物、特に植物に焦点
を当てて研究を進めています。特に、動物を「⾷べて」しまう⾷⾍植物を起点に、⾰新的形質進化
の鍵となる現象の解明を進めています。
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